
Ⅳ　参考
１　用語の解説
　施設の種類
　　病院　医師又は歯科医師が医業又は歯科医業を行う場所であって、患者20人以上の収容施　　　　　　　　設を有するものをいう。
一般診療所　医師又は歯科医師が医業又は歯科医業を行う場所（歯科医業のみは除く。）であって、患者の収容施設を有しないもの又は患者19人以下の収容施設を有するものをいう。
歯科診療所　歯科医師が歯科医業を行う場所であって、患者の収容施設を有しないもの又は患者　　　　　　　　19人以下の収容施設を有するものをいう。
なお、診療所には医療法第５条の規定により医師又は歯科医師が往診のみによって診療に従事するものを含む。
　
　病床の種別
　　精神病床　　精神疾患を有する者を入院させるための病床。
　　感染症病床　　「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」（平成10年法律第114号）に規定する一類感染症、二類感染症及び新感染症の患者を入院させるための病床。
　　結核病床　　結核の患者を入院させるための病床。
療　養　病　床　　病院の病床（精神病床、感染症病床、結核病床を除く。）又は一般診療所の病床のうち主として長期にわたり療養を必要とする患者を入院させるための病床。
　　一　般　病　床　　精神病床、感染症病床、結核病床、療養病床以外の病床。
　　
　病床規模
　　医療法第27条の規定により使用許可を受けた病床（許可病床）の規模。
　入院・外来の種別
　　入院
　　　新入院　調査日に新たに入院した患者（入院当日に死亡した者を含む）をいう。
　　　繰越入院　調査日以前から引き続き入院している患者（当日死亡した者及び退院した者を含む）
　　　　　　　　をいう。
　　外来
　　　初診　調査日に初めて診療した患者をいう。
　　　再来　調査日に再診した患者（患者の代理人に対し薬などを交付した場合を含む）をいう。
      往　　診　患者の要請により患家に赴いて診療するものをいう。診療報酬で往診料を算定する　　　　　　　　ものをいう。
 　　 訪問診療　患家の要請によるものでなく、計画的な医学管理の下に定期的に訪問して実施されるものをいう。医師が訪問して、診療報酬上で点数が算定されるものをいう。
      医師以外　患家の要請によるものでなく、計画的な医学管理の下に定期的に訪問して実施され　　　　の訪問　　るものをいう。医師以外の者が訪問して、診療報酬上で点数が算定されるものをいう。
　受療の状況
　　1　傷病の診断・治療
　　　 　傷病の診断、治療のための受診。
　【外傷の原因】
    不慮の事故
①　自動車交通事故　　自動車による衝突及び転落、または自動車内の火災、中毒等の事故。
②　自転車交通事故　　自転車による衝突、転倒、又は転落等の事故。
③　その他の交通事故　列車、電車、船舶、航空機、ケーブルカー、工業用車輌等による衝突、またはそれらからの転落及び車内、船内での転倒等の事故。
④　スポーツ中の事故　スポーツまたはレクリエーション中の事故（準備中や後片付け中も含む）。
⑤　転倒、転落　　　　同一平面状の転倒、高所からの転落、衝突による転倒事故。
⑥　溺水　　　　　　　浴槽内、水泳プール内、自然の水域内（川・湖・海）、貯水池、防火用水槽、水中での溺水及び転落。
　　　⑦　窒息　　　　　　　ベッド内でシーツ・枕カバー・枕による窒息、落盤、落下する土砂及びその他の物体による窒息、食物による窒息、冷蔵庫またはその他の空気の限られた空間への不慮の閉じこめによる窒息、ビニール袋による窒息等。
　　　⑧　煙、火、火災　　　落雷による火災、ボイラー・高圧ガスタンクの爆発、花火、ストーブ、いろり、建物・森林火災、ガソリン・灯油等の発火。
　　　　⑨　有　害　物　質　　一酸化炭素、自動車排気ガス、農薬・家庭用ガス、まむし咬傷、蜂刺傷、    (農薬・ガス等)　  毒きのこ等。
　　　⑩　①～⑨以外の原因　①～⑨以外の原因によるもので、医薬品の中毒、診療上の事故、気圧、天による不慮の事故  候、自然災害事故、動物による咬傷・踏まれ・けられ、機械・刀器による
                           もの、異物、落下物、電気、放射線、戦争行為等。
　　　故意または不明

　　　⑪　自傷 　　　　　　自殺目的または発作的自損によるもの。
　　　⑫　他傷 　　　　　　他害目的のはっきりしたもの。
　　　⑬　不明 　　　　　　原因不明のもの、記入のないもの。
　　2　正常分娩（単胎自然分娩）
　   　　調査日に分娩した者。
         下記のような異常及び合併症を有し、それらについて診療を行った者の分娩については、
 １ 傷病の診断・治療とする。
　　　＜傷病例＞早産、多胎、骨盤位、会陰裂傷、帝王切開等。
　　
3　正常妊娠・産じょくの管理
     　　正常妊娠の管理、分娩後のケア及び検査のための受診。
         下記のような異常及び合併症を有し、それらについて診療を行った者の妊娠・産じょくの管　　　 理については、１ 傷病の診断・治療とする。
　　　＜傷病例＞多胎妊娠、貧血、流産、風邪、糖尿病、妊娠中毒症、人工妊娠中絶等。
　　4　健康者に対する検査・健康診断（査）・管理
     　　健康な者（新生児を含む。）に対する一般的検査・健康診断（査）及び管理のための受診。
＜例＞分娩後の母親に伴い入院している正常な新生児の管理、人間ドック、ツベルクリン反応             検査、妊娠の確定していない妊娠検査、老人保健法による健康診査等。
　　5  予防接種
       　予防接種のみを目的とした受診。
　　　＜例＞ＢＣＧ、麻疹ワクチン等。
　　6  その他の保健サービス
       　上記１～５以外の受診理由による受診。
　　　＜例＞血液及び組織提供者、医療相談、アフターケア（義眼・義手・義足・コンタクトレンズ・手術治癒後の形成手術）、美容形成（二重まぶた等）、診断書の交付等。
　傷病分類
　　本調査における傷病の分類にあたっては、世界保健機構(WHO）の「国際疾病、傷害および死因統計分類(ICD）」に基づき分類している。このICDは、明治33年に初めて作成されて以来、医学の進展に伴いおよそ10年ごとに改正が行われている。昭和59年から平成５年の本調査においては、「第９回修正国際疾病、傷害および死因統計分類(ICD-9）」に基づく分類を行っていたが、平成８年以降の本調査においては、「第10回修正国際疾病、傷害および死因統計分類（ICD-10）」に基づく分類を行っている。この第10回修正ICDは、分類体系の大幅な変更等があるため、傷病によっては時系列的に比較できる部分もあるが、比較できない部分もある。
　診療費負担区分
　　１　　自費診療　　　　　　　　　　　診療費のすべてを自費で支払うもの。
　　２　　医療費保険等、公費負担医療　　診療費を医療保険または公費負担医療で支払うもの。
３　　介護保険（介護扶助を含む）　　介護サービス費を介護保険または生活保護法による介護扶助で支払うもの
　診療費支払方法
　　政管健保本人　　政府管掌健康保険の被保険者として支払われたもの。
　　政管健保家族　　政府管掌健康保険の被扶養者として支払われたもの。
　　組合健保本人　　健康保険組合の被保険者として支払われたもの。
　　組合健保家族　　健康保険組合の被扶養者として支払われたもの。
　　共済本人　　共済組合の組合員として支払われたもの。
　　共済家族　　共済組合の被扶養者として支払われたもの。
　　国保　　国民健康保険の被保険者として支払われたもの。
　　退職者医療本人　　国民健康保険の被保険者であって、退職者医療制度に基づいて支払われたもの。　　
　　退職者医療家族　　退職者医療の被扶養者として支払われたもの。
　　老人保健法　　老人保健法に基づく健康診査及び医療によって支払われたもの。
　　労災・公務災害　　労働者災害補償保険法・国家公務員災害補償法などの法令に基づいて、業務上・公務上の災害に対して療養補償費が支給されたもの。
　　自賠法　　自動車損害賠償保険法に基づく自動車損害賠償責任保険の保険金により支払われたもの。
　　その他　　上記及び下記のいずれにも該当しないもの。
　　結核予防法　　結核予防法第34条又は第35条の規定によって支払われたもの。
　　精神保健福祉法　　精神保健福祉法第30条又は第32条の規定によって支払われたもの。
　　生活保護法　　生活保護法第11条第４号による医療扶助を受けたもの。
　　その他の公費　　　感染症予防法・戦傷病者特別援護法・身体障害者福祉法等による公費負担により
負担によるもの　　支払われたもの。
　紹介の有無
　　1　 病院から　　　　　　　　　病院の医師・歯科医師の紹介によるもの。
　　2　 一般診療所から　　　　　　一般診療所の医師・歯科医師の紹介によるもの。
　　3　 歯科診療所から　　　　　　歯科診療所の医師・歯科医師の紹介によるもの。
　　4　 介護老人保健施設から　　　介護老人保健施設の医師・歯科医師の紹介によるもの。
　　5   介護老人福祉施設から　　　介護老人福祉施設の医師・歯科医師の紹介によるもの。

　　6　 その他から　　　　　　　　上記１～５以外のもの（医師・歯科医師以外の紹介及び院内紹介はこれに含まれる）。
　　7　 紹介なし　　紹介のなかったもの。
　心身の状況
　移　　乗　1　自立　　
               這って動いても、移乗が自分で出来る場合も含まれる。
　　　　    2　見守りが必要（介護側の指示を含む）
　　　　　    直接介助する必要はないが、事故等がないように常時、または時々見守る場合、移乗               の際そばにいて確認する場合等をいう。
　　　　    3　一部介助が必要
           　　自分では移乗出来ないが、介護者が手を添える、体幹を支えるなどの介助があれば移               乗できる場合をいう。
　　　　    4　全介助が必要  
　　          自分では移乗が全くできないために、介護者が抱える、運ぶ等の介助によって移乗が               出来る場合をいう。
　食事摂取　1　自立　　
               介助や見守りなしで食事をしている場合をいう。
　　           箸やスプーンのほかに、自助具等を使用する場合も含まれる。
　　　　    2　見守りが必要（介護側の指示を含む）
　　           介助なしに自分で摂取しているが、見守りや指示が必要な場合をいう。
　　　　    3　一部介助が必要
　　          食事の際に（食卓で）、小さく切る、ほぐす、皮をむく、魚の骨をとる等、食べやす                くするために何らかの介助が必要な場合をいう。
  　           ただし、食事前に厨房・台所できざみ食を作っている場合は含まれない。
　　　　    4　全介助が必要  
　　          能力があるかどうかにかかわらず、現在自分ではまったくしていない（介助されてい             る）場合をいう。
　　          自立して食事をしていない、スプーンフィーディング（食べ物を口に運んで食べさせ               る）、中心静脈栄養（IVH)、胃瘻や経管栄養の場合も含まれる。
  嚥　　下  1　できる　　  常時、自然に飲み込める場合をいう。
            2　見守りが必要（介護側の指示を含む）
               飲み込む際に見守りや声かけが必要な場合をいう。
            3　できない    常時、飲み込むことができない場合をいう。
　　                       中心静脈栄養（IVH）、胃瘻や経管栄養の場合も含まれる。
　排便の後始末  1　自立　　
　　               自分１人で排便後の後始末ができる場合をいう。
　　               自動洗浄便器を使って１人で後始末ができる場合も含まれる。
                2　見守りが必要（介護側の指示を含む）
                   見守りが必要とは間接的援助のみをいう。
　　              排便後に身体の汚れたところを拭く等の直接的援助は必要はないが、介護者が紙                   の用意をしたり、排便後にトイレを汚した時に便器まわりの掃除をする等の間接                   的援助が必要である場合をいう。
　　               ポータブルトイレや便器の掃除も、間接的援助に含まれる。
                3　一部介助が必要
                   一部介助が必要とは直接的援助をいう。
　　              排便後に身体の汚れたところを介護者に拭いてもらう、自分でも拭くが不十分な                   ため介護者がきれいにしなければならない等の直接的援助が必要な場合をいう。
                4　全介助が必要
　　              オムツ等を使用している場合や、身体の汚れた部分を拭くことを含め、排便にか                   かわるすべての動作を介護者が行う必要がある場合をいう。
　転　帰
　　1　治癒　 当該医師・歯科医師から治癒した旨の診断を受け退院した者。
2　軽快　未だ治癒には至らないが、入院時より症状が好転し、退院しても支障はないと　　　　　　　　　　いう医師・歯科医師の診断によって退院した者。
3　不　　　変　 入院時より症状が変わらず、医師・歯科医師の判断によって退院した者。
　　4　悪　　　化　 入院時より症状が悪化し、医師・歯科医師の判断によって退院した者。
　　5　死亡　 死亡による退院。
　　6　その他　 上記１～5以外の事由により退院した者をいい、医師・歯科医師の許可によらず　　　　　　　　　　専ら患者側の理由によって退院した者で、正常分娩、健康な新生児、健康診断受診者等を含む。
　受療率
　　患者数を人口で除して人口10万対であらわした数。
　受療率(人口10万対)＝　　　患者数　　×100,000

　　　　　　　　　　　　　　　人口
　平均診療間隔
　　外来の再来患者の前回診療日から調査日までの間隔の平均。
　再来患者の平均診療間隔＝　Σ（前回診療日から調査日までの日数）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　再来患者数
　退院患者平均在院日数
　　調査対象期間中（平成17年９月１日～30日）に退院した患者の在院期間の平均。
　退院患者平均在院日数＝　Σ（入院から退院までの日数）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　9月中の患者数

